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磁気嵐後から両極域の風速が東から
西向きに変化(モデル結果を支持)
回復相主相
V. 考察
V.1  磁気嵐時の地磁気・中性風変動の描像
主相 回復相
SYM-H
時間
①磁気嵐前 ②主相・回復相初期 ③回復相後期
Sq電流系 R1+R2電流系 擾乱ダイナモ電流系
? ?
地磁気
① ② ③
1年間の静穏日(120日)
の平均値からのずれ
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V. 考察
V.2  他の磁気嵐イベント
2002/9/7 2002/10/2
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V. まとめ
○IMF Bz の方位と赤道ジェット電流の方向が1対1に対応し、磁気嵐回復
相前期の地磁気変動は、R-2電流系が卓越する
〇磁気嵐回復相後期では、通常のSq電流系とは逆向きの電流系がオーロラ
帯から赤道域で卓越する。
〇この期間の高度90㎞の熱圏風は、回復相開始から1日後に極域から赤道
域に向かう南西方向へ変化し、2－3日以上も継続する。
〇 磁気嵐回復相で、極域では半日周期の潮汐、赤道域では1日周期の潮汐
波動の振幅が大きくなることが判明し、極域での変化は、南極側で顕著
であった。
V.1  本研究で得られた新しい事項
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V. まとめ
V.2  今後の方針
○個々の磁気嵐イベントの解析(統計解析)
磁気嵐の大きさ、季節・太陽活動依存性はあるのか?
熱圏風変動の起こる条件、高度範囲
〇中緯度の中性風データの解析
過去の研究で報告されている東向きの風速増大は本当か?
⇒稚内、山川のMFレーダー、信楽MUレーダーのデータ解析
〇100㎞以上の熱圏風速変動の解析
北極、南極域の流星レーダー解析等
〇赤道域の解析の強化
赤道大気レーダー(電離圏FAI観測)
21
A. 付録
A.1  他の磁気嵐イベント
2002/11/21 2002/12/19
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